
ルノワールの《ハーレム》　lk位llし1洋〕芝lllr館所蔵、アルシLリア風のハリU）女たち》の題名を巡って

喜多lli奇親

　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし、フランスに残留していた際の松ノiコレクションのリストのltr

l959年、フランス政府より寄贈返還された松ノ∫コレクションの中に、　　　では、この作品は《・・一レム》（flai’en7）という題名で記戴されてい

ルノワールの初期の大1／liが・点含まれていた。今H国“晒洋斯llll　　　た，，D　ii’うまでもなくハーレムとは…夫多妻を認めたイスラム社会の

館の印象派のコレクションを代表する作llllのつとなっているこの油　　　後宮を意味する、藻である。《アルジェリア風に装ったパリの女たち》

彩plliは、1961年にi：ll行された『il三hl∠西洋美術魚聡目録』以来、《ア　　　と《ハーレム》という．：つの題名は、共にオリエント趣味の色濃いもの

ルジェリア風のパリの女たち》という邦題を与えられている。この邦　　　であり、画面の持つ雰囲気と矛盾しない。そして恐らくはそれ故に、

題は同ヵタログで採川された仏。｛1題名Les　Parisiennes　cle’gztisc5es　　　これまでこの作品に言及する多くの文献は、無自覚にこの二つの題

‘・〃ノ取6ノ伽朋ωの翻訳と思われるが、この仏語題名は、直訳すれ　　　名のうち一方を選び、或いは両者を併記しながら、題名と主題とを

ば「アルジェリア風に装ったパリの女たち」となり、そこに描かれてい　　　巡る論議を不問に付してきたのである。2）だが、題名としての《パー

るのが、アルジェリア風の衣装を身に着けてはいるもののパリの女性　　　レム》と《アルジェリア風に装ったパリの女たち》とが意味するものの違

たちに他ならないことを意味している。　　　　　　　　　　　　　　いは歴然としている。益し前者は作品がイスラム社会の風俗を描い

　場面はオリエント風の敷物や飾り箱、履物や装身具が散乱した室　　　たことを意味するのに対し、後者はあくまでパリの光景を描いたこと

内である（fig」）。画lfli中央に薄ものをまとった女性が坐り、右側に　　　を意味するからである。とすれば、ルノワールがこの作品で扱った

fig　1ルノワール《アルシェリア風のハリの女たち／東京、［til　l”／Ilk｛r〕一術IllY

坐る黒い髪の女性が捧げ持つ鏡を見ている。左からはi：半身をあ

らわにした黒い束髪の女性が、恐らく眉を描いているのであろう、細

い化粧這具を持って中腰になり、中央の女性の方を向いている。奥

には模様を描いた箱があり、そこに坐った黒髪の女性は、窓から部

屋の外を覗いているようなそぶりを見せている。画面を観るものは

この一見して東洋趣味の横溢した画面に圧倒されつつも、この中央

の主人公たる女性が豊かな金髪を誇る白人の女性であることを看

て取って納得する。なるほどアルジェリア風のパリの女たちなのだと。

i｛題は果してどちらであったのだろうか。また、こうした二重の題名

は何処から生じたのだろうか。本論の目的は、この作品の主題と題

名とを巡る問題を近代美術史のr説の中で考察することにある。

　　　　　　　　　　　　　　II

《アルジェリア風に装ったパiJの女たち》（D。84．以下西美作品とする）3）

の中央の女性が、実際にパリの女性をモデルとしていることはほぼ

定説となっている。それはルノワールの恋人でモデルも務めたリー

ズ・トレオで、彼女は1868年に描かれた《夏に》（D．33．ベルリン、国立

美術館／fig．2）をはじめ1860年代の後半に度々ルノワールの作品の

モデルとなっているが、西美作品が完成された1872年、ジョルジュ・

ブリエール・ド・リールと結婚する。リーズに関する論文を書いたクー

パーは、実際にはもうポーズをとることはなかったはずのリーズの面影

が、西美作品の手前の3人の女性すべてに反映しているとまで主張

している。4）現実にこの作品がリーズの思い出に捧げられたものな

figr．2

’レノワール《夏に》ベルリン、国立美術館
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のか、或いはリーズがモデルを務めた最後の作品なのかは分からな　　　ほど遡るが、他の作品とは考えられない。例えば、既に触れたリー

いが、西美作品中央の金髪の女性と右下の黒髪の女性の双方の　　　ズをモデルとする《アルジェの女》は1870tlのサロンに出晶されてい

面差しに、リーズの幾分エキゾチックな顔立ちの特徴を認めることは　　　るところから、1869年に制作されたというこの《ハーレム》を《アルジェ

決して不可能ではない。その意味では、この作品はまさしく《アルジェ　　　の女》と考えることもできそうだが、ここで「大作」と訳したgrandes

リア風に装ったパリの女たち》なのである。　　　　　　　　　　　　machinesという言葉は通常数メートルに及ぶ歴史画等の大画而を

　だが、一般的に言ってモデルがパリの女性だからといってその作　　　示すものであり、69．2×122．6cmにすぎない《アルジェの女》のことと

品のi題がパリの光景を扱ったものであるとは限らないことは言うま　　　は考えにくい。また、協ラールがその後一貫して西美作品に《パー

でもない。事実、既に1870年のサロンに、ルノワールはやはりリーズ　　　レム》の名を冠していたことは、図版を伴った彼の他の著作でも確認

をモデルにした作品（fig．3）を出品しているが、その横長の画面い　　　され、8）これまでこの蜴ラールの文章に記述された作1‘lllを西美作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品とすることに対する異論も提出されていない。9）

　ところで、この煽ラールの回想に先駆けて、西美作品の題名に

は混乱が生じていた。《ハーレム》という題名が文献ヒに初めて現

れるのは、1913年のミルボーの著作lo）であり、この題名は同年画商

のベルネム＝ジュヌによって開かれたルノワール展のカタログ1Dを経

て、1914年のロンドンに於けるフランス美術展カタログ、12）1918年

の協ラールのルノワール作品カタログ、13）そして既出の1919｛トの

ヴォラールの回想へと受け継がれた。ルノワール自身が書き記した

ものなど直接的な証拠はないものの、画家が存命中の展覧会が二

fig．li・レノワー・レ《アルシ。σ）姶ワシントン、ナシ。ナ・レ・ギャラリー　　　　　　　　　　　つ、それに間接的とは言えルノワール自身の言葉を伝えるヴォラー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルの文章が《ハーレム》を採用していることは見逃せない。

っぱいにクッションにもたれ掛かるオリエント風の衣装を身に纏った女　　　　これに対し《アルジェリア風に装ったパリの女たち》という題名は、

性を描いた作品は、明らかにオダリスクの系譜に属するものであり、　　　Parisiennes　habille’es　en．A　lge－riennesとして、1906年のテオド

ルノワール自身、サロンには《アルジェの女》（D．48．ワシントン、ナシ　　　ール・デュレの『印象派の画家たち』14）に初めて見出され、1911年の

ヨナル・ギャラリー）という題名で出品したのである。5）ルノワールは　　　マイヤー・グレーフェの『オーギュスト・ルノワール』15）に受け継がれて

1881年にアルジェリアを訪れることになるが、この時にはまだアルジェ　　　いるように、早くから評論家によって用いられていた。その後リヴィエ

リアはおろかオリエント世界に足を踏み入れたことはなく、こうした主　　　一ルとジャンモが同様の意味をもつ題名を採用し、16）1924年にデュ

題を描くにも確かに自らのアトリエでパリのモデルたちにポーズをさせ、　　　レが著したルノワールのモノグラフでは、《アルジェリア風に装ったパ

想像のオリエントを組立てていくしかなかった。その点では西美作　　　リの女たち》の後ろに括弧をして《ハーレム》の名が併記された。17）ま

品もこの《アルジェの女》と全く同じ設定に置かれているといってよい。　　　た、レイは1831年のモノグラフで、《ハーレム》という題名を掲げなが

だが西美作品は「アルジェの女たち」とは呼ばれなかった。　　　　　　ら、「その本当の題名は《アルジェリア風に装ったパリの女たち》

　1872年のサロンに落選した6）西美作品に就いては、サロンのカタ　　　（Parisiennes　habille－es　en、A　lge’riennes）である」とわざわざ誌

ログなど題名や題材を明らかにするような資料はなく、ルノワール自　　　記したが、18）その場合も根拠は明らかにされていない。

身による言及も見つかっていない。最も直接的なものは、1919年に　　　　興味深いのは、西美作品に関する今日知り得る最も早い記録に

刊行された画商労ラールによるルノワールとの対話で、それによれ　　　現われた題名である。前述した労ラールの回想の中でルノワール

ば、ルノワール自身がこの作品を《ハーレム》と呼んでいたことにな　　　は、《ハーレム》と共に売った作品の中には《園亭》《シスレーの肖像》

る。7）1860年代の終わり頃の作品に就いて語るルノワールに、画商　　　《唇に指を当てる女性》、それに「買い手自身の肖像」があったと、1

は「《ハーレム》はその頃の作ではないですか」と問いかける。それに　　　っているが、それらはすべて1887年に新聞に掲載されたポール・ア

対するルノワールの答は以下のようなものであった。「《ハーレム》は　　　レクシスによるコレクターのミュレールの蒐集品の一覧表に含まれて

まさに1869年で魂あの作品がまだ存在しているのは奇跡といって　　　おり、そこに《モンマルトルのハーレムの内部》（ln　te’rieur　de　harem

いいでしょう。あれを描いた直後、私は引っ越したのですが、ずっ　　　aN　Montmartres）と題する作品も記載されているのである。19）この題

と大作を抱え込むのは嫌でしたから、前のアトリエに置いてきてしま　　　名は、言うまでもなくパリの歓楽街に於けるハーレム、即ち東洋風の

ったのです」。その後この作品は前のアトリエの管理人が保管して　　　雰囲気を売りものとした娼館の意味と思われ、「ハーレム」という、藻

おいてくれたおかげで失われずに済み、やがて他の4点の作品等と　　　を含みながらも、描かれているのがパリの風俗であると示唆してい

共に売却されたという。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る点が注目される。即ちこの《モンマルトルのハーレムの内部》とい

　この対話の中には、画面構成などに触れた部分はなく、また制作　　　う題名は、言葉の上では《ハーレム》と一致し、意味のilでは《アル

年代も西美作品の画面左下に記された1872年という年記からは3年　　　ジェリア風に装ったパリの女たち》に一致するのであり、西美作品が
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後に二っの名前で呼ばれる原因を作ったとも号えられそうなのであ　　　　レムの内部》という題名はそうしたものの存在を間接的に・Jこ唆してい

る。ちなみに《ハーレム》がこの《モンマルトルのハーレムの内部》の　　　るとも考えられる。しかし、問題は仮にそういったものが存在してい

省略された通称と号えることは、この題名がアレクシスの文中にしか　　　　たとしても、ルノワールがそれを描いたかどうかである。

登場せず、その後の展覧会でも常に単に《ハーレム》としか記されて　　　　1870｛卜頃にllhi家が娼館を描くことは微妙な問題であった。近代

いないことから考えて、困難である。またアレクシスの、汲も作品が　　　　美術史ヒあまりに有名な1川牛として今llでもしばしば語られるもの

描かれてからト数年後のものであり、勿論ルノワール自身が付けた　　　　に、1865年のサロンにマネが出t’nliした《オランピア》（パリ、オルセー

題名かどうかも分からないのである。　　　　　　　　　　　　　　　　美術館）のスキャンダルがある。このマネの裸婦が当1｛寸世評の厳し

　一方、ルノワールと友人関係にあった画家のポール・シニャックは、　　　い反撃を受けた第一・の理山は、そこに描かれているのが娼婦であ

1898｛rのll記の’1」でIEIIi商カマントロンの所で《化粧をするアルジェ　　　ることが余りにも明らかである点にあった。L’L」）1874年のサロンに於い

の女たち》（ハ溺〃～〔！s誤望967δleur　Toilette）を見たと記してい　　　てさえ、マネの《オペラ座の舞踏会》（ワシントン、ナショナル・ギャラ

るL）　°）。この題名はi三題がパリの女たちではなくアルジェの女たちで　　　リー）が落選した理由の一つに、それが所謂ドゥミ・モンド、即ち娼婦

あることを明言するもので、シニャックはそれがドラクロワの作品の影　　　　との関わりを描いている点を考えることができる。

響トにあることをも指摘しているが、にもかかわらず「彼は尻だの乳　　　　1870年頃のルノワールは、既にマネのカフェ・ゲルポワの集まりに

房だの、ヴェールを通して見える裸身だのがお好みだと分る。場面　　　も顔を出し、前衛的な若き芸術家たちの群れに身を投じていたとは

はハーレムというより娼館のようだ」という感想を付け加えるのを忘れ　　　いえ、まだまだサロンに入選することに未練があった。23）西美作品

なかった。シニャックは具体的な題名を挙げていないが、ドラクロワ　　　は1872年のサロンに送られ落選しているが、もし主題が明らかにパ

の同様の作品とはルーヴル美術館所蔵の《アルジェの女たち》（fig．　　　リの娼館を扱ったものであるのならば、この結果は当然と思われる。

4）のことに相違なく、21）それとの明かな類似はその後の西美作品に　　　しかし当時のルノワールが、わざわざそのような挑戦的な行動に出

関する記述に欠かせないものとなる。　　　　　　　　　　　　　　るとは考えにくい。更にもし確信犯として娼館を描いた作品を送りつ

fig．4ドラクロワ《アルジェの女辻》パリ、ルーヴル美術館

けるならば、逆にこのようなオリエントとみまこうばかりの場面ではな

く、既にマネによって試みられ、後にドガやトゥールーズ・ロートレック

によって試みられるような、パリの娼館らしい娼館を描くほうが効果

的であろう。従ってルノワールはこの作品を、磐えモデルが誰であ

れ、あくまでオリエントの情景として提示しようとしたと推測するのが

自然である。それではそこには何がどう描かれているのか。もう一

度、画面を詳細に検訂してみよう。

　まず4人の女性だが、中央の女性が何者かは分からないものの、

構図や人物のポーズは、少なくとも他の3人が彼女に仕える立場にあ

ることを示している。しかも人物の関係は、色彩によっても暗示され

ているように見える。即ち、中央の女性のみが金髪をもち、一際白

い肌を際だたせられているのに対し、他の3人は黒髪で、特に右で

　こうした初期の題名と作品をめぐる記述から見えて来るのは以下　　　鏡を差し出す女性は明らかに褐色の肌をしている。金髪と白い肌

のような文脈である。即ち、ルノワールはドラクロワの《アルジェの女　　　は、言うまでもなく西洋の女性を思わせ、今日この作品を《アルジェ

たち》の影響下にパリの女性をモデルとして西美作品を描いたが、　　　リア風に装ったパリの女たち》として納得させるであろうことは既に述

彼の官能性への興味はそれをハーレム以上に娼館のように見せ、そ　　　べた。しかし、19世紀にオリエント世界のハーレムを描く際に、白人

の後の題名の混乱を招き、主題を曖昧にしたのだと。だが我々の　　　種の女性を有色人種の女性と対比させるのは、所謂オリエンタリズ

前には現実の作品が存在している。そこに描かれている場面その　　　ム絵画の常套手段であった。そうしたパターンはジュール・ロベール・

ものは、パリ風俗とオリエント風俗とのどちらとして解釈するのが自然　　　オーギュストやフェルナン・コルモン等の作品にハーレムの裸婦として

であろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認められ、24）更にそれをハーレムの中での一寵姫と侍女の役割に割

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り振った作品が、ジャン＝ドミニク・アングル、ジャン＝レオン・ジェロー

　　　　　　　　　　　　　　III　　　　　　　　　　　　　　　ム、ルコント・デュ・ヌイ等によって次々と生み出されていた。25）こうし

当時オリエント旅行が西欧の男性に対して単に異国情緒のみならず　　　たイメージの背景には、トルコの後宮に於いては金髪碧眼のコーカ

強烈な性的魅力をも提供したことは明らかであり、オリエンタリズム　　　サス地方の女性が珍重されたという現実があり、26）そのことが、基

絵画に頻出するオダリスクやハーレムの裸婦達はその直接の表象で　　　　本的には女性に対する男性の支配、異民族に対する西欧人の優位

あったことを考えれば、あるいはそのような雰囲気を売りものにした　　　といった構造をもつオリエンタリズム絵画の中で、異民族の寵愛を受

娼館がパリの町中に存在したのかもしれない。《モンマルトルのバー　　　ける白人女性という設定によって、西欧の男性鑑賞者をいささか倒
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fig．5バジル《化粧》モンヘリエ、ファーブル美術館　　　　　　　　　fig．6フィルマン・ジラール《日本の化新ホンセ、ホンセ美術館

錯的に煽ったであろうことも容易に想像がつく。27）ちなみに舞台を　　　　西美作品がドラクロワの《アルジェの女たち》の影響トに制作され

アルジェリアに限ったものでも、既に言及したドラクロワの《アルジェ　　　たことは、今日定説となっており、確かに密閉された室内や人物の

の女たち》に加え、1861年のサロンに出品されたA。ティッシエの《ア　　　数、女性のポーズなどに類似を見出すことは容易である。しかし、こ

ルジェリア女と奴隷》（パリ、アフリかオセアニア美術館）などがある。　　　うして見ると西美作品の画面内のすべての要素は、ドラクロワの作

また、1860年代の終わりには、ルノワールの友人フレデリック・バジル　　　品に限らず、当時のオリエンタリズム絵画、それもハーレムの図像と

が《化粧》と題する作品（モンペリエ、ファーブル美術館／fig．5）で、裸　　　一致し、陳腐なまでにそれを表象する記号として読み解かれること

体でソファに坐る白人’女性と彼女に履き物を履かせる黒人女性を描　　　が分かる。

いている。28）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　更にこの作品の成立をめぐる幾つかの状況証拠を挙げることも1it

　西美作品の人物の仕草もまた、そうした当時のオリエンタリズム絵　　　能だろう。まず、ルノワールはこの作品に先駆けて、1870年に2点の

画の中に頻出する常套手段に沿っている。床に敷いた絨毯に直接　　　オリエント風の作品、《アルジェの女》と《クレマンティーヌ・ストゥーラ夫

坐ることは勿論だが、裸体乃至は半裸で行なわれる化粧も、バジル　　　人の肖像》（D．47、サンフランシスコ美術館）を描いているが、それ

の題名そのままの《化粧》の他にも、例えば設定を極東に変えてはい　　　らと比較しても、この作品を「パリの女たち」を表わしたものとするの

るものの、フィルマン＝ジラールが1873年のサロンに出品した《目本の　　　は不自然なのである。前述したようにリーズをモデルとした《アルジェ

化粧》（ポンセ美術館／fig，6）に見られる。また、外を覗き見る後ろの　　　の女》は、オリエント風の衣装を身につけてクッションに横たわる所謂

女性0）li草は、室内の化粧という設定から考えて、主人がやって来　　　オダリスクの系譜に属するもので、1870年のサロンに出品された際

るのを気遣うものと解されるが、こうしたそぶりはハーレムの図像を応　　　の題名《アルジェの女》に明らかなように、オリエントの女性として描

川して描かれたギュスターヴ・モローの水彩《デリラの化粧》（バリ、ギ　　　かれたものである。一方《クレマンティーヌ・ストゥーラ夫人の肖像》

ユスターヴ・モロー美術館）の中にも、デリラの身つくろいを助けなが　　　（fig．8）は、オリエント風の衣装を身に纏ったパリの骨一t，r商の妻o）肖

ら後ろを振り向いて、サムソンの一来訪をほのめかす有色人種の侍女　　　像であり、そのことはやや斜めを向いた胸像という西洋のr11像iiiliの

（fig．7）として描かれている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　典型的なパターンとして表われているのである。これらの中に1几1美

fig．8

ルノワール《クレマンティーヌ・ストゥーラ人人の肖像

サン・フランシスコ、サン・フランシスコ夫fB館
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作品を置いたとき、それが西洋婦人の肖像画としては勿論、パリの　　　　ヤックによって示唆されたパリの娼館という意味を含んではいないら

女たちであることすら拒否して、《アルジェの女》i司様オリエントの情　　　　しいということなのである。彼らが着目しているのは、モデルがバリ

景を想起させることは白明であるように思われる、、また、ドラクロワの　　　の女性であるという点であり、ルノワールがドラクロワに倣ってアル

《アルジェの女たち》の影響にしても、ルーヴル美術館で公開されて　　　　ジェの光景を描こうとしたという意図は正しく理解されている。即ち、

いたこの有名なオリエントの情景への明らかすぎる類似は、讐えアル　　　　彼らは西美作品のi題を《ハーレム》と知っていながら、それが実際

ジェリア風の娼館であれ、決して「バリの女たち」を表すのに有効な　　　　にはパリの女たちを描いていることを強調しているのであり、言い替

ものとはいえないはずである、，以ヒのような点から西美作品は、ドラ　　　えれは、ドラクロワの影響によるオリエント的なL題性は無視し、モデ

クロワから設定だけを借りてパリの風俗を表わしたものとは到底疹え　　　ルの問題だけを現実として評価しているのである。最近のルノワー

られないのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル展のカタログに見られる次のような記述もまさにこうしたリアリズム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と虚構の文脈を踏まえて出て来るものであろう。「しかし重要なのは、

　　　　　　　　　　　　　　IV　　　　　　　　　　　　　　　　ドラクロワがアルジェの女たちを描く際には彼女たちの家での習作や

ここで我々はもう一度題名の問題に戻らねばなるまい。即ち画面の　　　素描を重ねたのに対し、ルノワールはよく飾り付けられたアトリエの中

ヒではこれほどハーレムであることが明らかであるにも関わらず、西　　 でポーズをとるパリの女たちを描いて、絵画が作られたものである

美作t’nilが《アルジェリア風に装ったパリの女たち》として知られてい　　　ということを公然と認めていることである」。33）ルノワールが、アトリエ

く過程である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に作られたハーレムのセットの中でポーズをとる女たちを、それが虚

　西美作品に関する記述を概観して分かることは、この作品を巡る　　　構であることが分かるように描いたとでもいうのであろうか。ここには

解説が常にドラクロワの《アルジェの女たち》からの影響とオリエント趣　　　ルノワールが目の前に存在するものをあるがままに描いているという

味に言及しながら、かつまたそれらとの関係が色彩を中心とする造　　　思い込みがある。オリエント体験のない1由1家でもハーレムの情景を

形的な側面のみに限定され、主題に及ぼないことである。例えばデュ　　　想像によって描くことがi堕通に行なわれていた時代に、ルノワールだ

レは1906年の『印象派の歴史』に於いて、まずルノワールの《アルジェ　　　けがそうではなかったと考えるのは決して公’Fな見方ではない。

の女》に触れ、「やはり等身大で描かれたクッションに横たわる《アル　　　　　1913年から1920年まで、西美作品の題・名には主として《ハーレム》

ジェの女》がアルジェリアなのは、その題名だけである。奇抜な東洋　　　が用いられていたが、やがてそれは理由を説明されることもなく《ア

風の衣装を着たひとりのパリのモデルが、そうしているのだ」と言い　　　ルジェリア風に装ったバリの女たち》に取って代わられていく。恐らく

きる。29）これは題名と実際のモデルとの乖離の指摘であり、主題は　　　印象派評価に多大なノJを発揮したテ立レとマイヤー＝グレーフェの権

無視されているに等しい。続く頁でデュレは《アルジェリア風に装っ　　　威に人々は従ったのであろうが、そこでは恐らくこの「女たち」が仮装

たパリの女たち》に触れ、「室内の奇抜な東洋風の衣装を着た女性　　　　したモデルなのか、それとも東洋風に装った娼婦なのかという疑問

のクループ」と記した後、すぐに造形面へ目を転じ、「すべての部分　　　すら、はっきり意識のヒにのぼることはなかった。いやその両者が渾

は色調と反映、そしてそれ自体が彩られた影で満ち溢れている」と　　　然一体となっていたからこそ、《アルジェリア風に装ったパリの女たち》

述べている。30）更に1924年に著された『ルノワール』では、デュレは　　　という題名は流布し得たのだろう。

「ルノワールがドラクロワの内に認めていたのは色彩家としての大胆　　　　更に、デュレとマイヤー・グレーフェという二人の批評家がまさに近

さであった」とし、ドラクロワに対する興味を証する一例として、その　　　代美術史の中心に印象派を据えた人物であること自体が、：m彼ら

《ユダヤの結婚式》の模写と共に西美作品の名を挙げるのである3D。　　　　の題名選択にも不可分に関わっていたのではないか。彼らは未だ

　またマイヤー・グレーフェは、ルノワールとドラクロワの関係を述ベ　　　　オリエントを知らないルノワールがパリのモデルを使って西美作品を

た文脈で西美作品に触れ、「そこには一見して（ドラクロワの）《アル　　　描いたことを知っていた。そして、だからと言ってその作品の主題が

ジェの女たち》の対作品といったものを作成しようとした意図が認め　　　「パリの女たち」と呼ばれるとは限らないという当然の事実を、その題

られる。題材が似ているのだ。最も成功した人物である鏡を持つ　　　名・主題の記述からそぎ落としてしまったのである。それは、彼ら近

右側の奴隷は、ドラクロワ作品に登場する人物の一人と細部に於い　　　代美術の批評家が、ルノワールを、またオリエンタリズムをどう見て

て近似している。奥に坐っている女性はドラクロワ作品の黒人女性　　　いたかを、図らずも映し出実

を思わせる。室内の装飾にすら模倣が感じられる」とまで断じなが　　　　リウォルドは最もオーソドックスなその印象派の概説書で1869年頃

ら、その後は造形面の比較に終始している。：｛L’）その中ではドラクロ　　　のルノワールに触れ、「彼はこの時期ドラクロワのオリエント主題の扱

ワの作品に関しては「厳密なオリエンタリズムの場面」、ルノワールの　　　いノ∫に大いに印象づけられ、日本による細心な調和の中よりも、この

作品に関しては「変装した女たち」という表現を用いて、両者の主題　　　　画家のオダリスクやアルジェリアのシーンの中に、もっと激しく豊かな

の違いを明確に意識させるが、その理由が画面の比較を通して、あ　　　色彩の構成を見出した」35）と書いているが、このように造形面に限

るいは画家を巡る証言などによって説明されることはない。　　　　　　ってルノワールの作品に対するドラクロワのオリエンタリズムの影響を

　ここで気をつけなければならないのは、彼らが提示する《アルジェ　　　云々するのは、近代美術史の典型的な見方であった。言うまでもな

リア風に装ったパリの女たち》という題名が、どうもアレクシスやシニ　　　いことだが、造形的な発展史観に基づく近代美術史の中では、印
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象派の筆触分割の先駆者の一人にドラクロワがおり、オリエンタリズ　　　20）J・hn　Rewald，　J．“Extraits　du　j・urnal　inedites　de　1’aul　Signac，　II，

ムは何よりもその直接㈱・基づく色彩と光とによって画面の造形的　21）勢難あ懸，陛解；騰瓢の女た、》への賛Ei辛

な変化に寄与するものであった。そしてルノワールをはじめとする印　　　　　を明らかにしている（A・V・llard，　Auguste　Renθir，　Paris，1920，　pp．242

象派の画家駄クールベ、マネを直接の先輩として現実を前に近　1犠謂薦磁潔1綴需犠罵徽…総覧

代生活を描くレアリスムに連なる画家｝・他ならなかった．西難品　騰1己してし’る（J”les　Manet，　’°’t「nal　（18．93－1899），　1’a「is，197似

に与えられた《アルジェリア風に装ったパリの女たち》という題名は、　　　22）マネのこの作品の問題に関するこれまでの研究の概要と紹介はCat．exp。．

まさにこうした近代美術史観を前提として・・るのである・　　、3）悔£1掘讐綴繋に出品し、以後186、、，、1867、i、186，

　印象派とサロンやアカデミスムの関係が次第に明らかにされ、か　　　　　年・1870年、1872年、1873年と殆ど欠かす事なく応募している。また1877年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の第3回印象派展の後、再びサロンに出品するようになる。
つては画家達が明るい光と鮮やかな色彩に目覚める契機としてしか　　　24）オ＿ギュストはこのステレォタイプィヒしたイメ＿ジの最も，itい制f緒と目され

評価されなかったに等しいオリエンタリズムも、西欧社会による東洋　　　　　ている（Michel　Thev°z・五㍑α46繍耀8げ56s加’‘∬耀s，　Pa「is・198〔｝・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．76．）Q

の表象としてその主題や内容が分析されるようになってきた現在・ル　　　25）ハーレム図像の中での人種の問題は、Linda　Nochlin，・The　Imaginary

ノワールの《ハーレム／アルジェリア風に装ったパリの女たち》を巡る　鵬灘∬協潔臨搬認麗1舗撫弩1鵡騰

題名の問題も、近代美術史の言説を照らし出すひとつの実例として　　　　　一186を参照・なおLynne　Thr・nton，　La　femme　dans　la　peintt．t　re

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　orientaliste，　Paris，1989．にも数多くの作例が紹介されている。
考察されるべき段階に来ているのではないだろうか。　　　　　　　　26）Alev　Lytle　Cr。utier，　Harem－－The　World　Behind　the　Vail，　New

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　York，1989，　p．30．（邦訳『ハーレム』篠原勝…訳、河出書房新社、1991年、30
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   [Meier-(}raefe, J., Auguste R( noir, I'aris, 191L, pp.21-L)4.1 IPickvance, R., "Monet and Renoir in the mid-1870s" 1}"iPonis)'ne

1913/Le llarcm in Art, an lnternational S.vmposittm, Tokyo, lgso, p.lsg.)
   IMirbeau, O., Renoir, l'aris, 1913, repr., p.21.l 1984/TIie Harem (I]kerisian wom(n Dressed as Atl[lr(,rians)
                                                                  [ White, B.E., Renoir. His Lij2, Art and L('tt('xs, New York, 1984,
1913!Lc' flarc'm
                                                                  p.44.I   ICat.expo. R( noir, Bernheiin-Jeune, I'aris, 1913, no.5.1

                                                               198511krisi(nes habille'es cn A4g(frieniies (L(' llar( nO
1914!L(' ilar(,m
                                                                  1 Fezzi, Ii, 'I'out 1'ceuvre peint de Renoir, I'aris, I985, pp.92-93.1
   ICat.expo., Art Fxanc'ais. 1thzt)osition d'Art d(lcoratif contein-

   porain 1800-1885,(}rosvenor House, London, 1914, no.70.1 19851Ihrisienes habill(Ses en aige'n'ennes (dit lnttiriettr de harem a"

'9i8!
,i illl,'ll'ym`l'li,", ,; ,Zg,b,ig'f"{g,,〈it,stgi,i .(s.} ,ggsli,n,s.,,d,ca jgkerle,e,ftrgg,ztfi "O"iM8,""[] 'erip'o Renoir･ London, i'aris, Boston, igss, n. ig, ,, io6-

   Francisco.),1 1988/furisiennes in A4gerinn Costume
                                                                  ICat.expo., Renoir Retrospective, Nagoya, Hiroshima, Nara,
1919!Le ilarenz
                                                                  1988.(r)V/7-,VRJ. giitihiffiXl1}IliS}fifttl. 1988ttli), no.4.]
   [Vollard, A., La Vie et l'(Euvre de PierreAuguste Renoir, Paris

   1919; reprinted as Renoir, Paris, 1920; and in Vollard 1938.] 19911Pkerisiennes in Aigerian Dress

19201Le llarem [SteVenson, L., Renoir, London, pp.66-67.J
   IBIanche, J. E., Quatre-vingt ans de Peinture libre, Paris, 1920, no. 1994/thrisienes habille'es en aige'riennes

   L)4.1 [Cat.expo. R7ris en 1814:L'Anne'e de l'Impressionnisme(r1874ff
19L1/Les Femnzes costume'es en Aige'riennes -'£i)[ng1[l:IIEPkZTi(R]8;Zi(DvaRIMm". 1994lli), no.s2.]
   [Riviere, G., Renoir et ses Amis, Paris, 1921, p.13.]

1922/Le derem
   [Tabarant, A., "La collection Matsukata", Bulletin de la Vie
   artistique, Paris, 15 decembre 1922, repr., p.566.]

                            . Renoir's Haremi923 (Jilaal:it'SoiEnFCS ,kRaebAigtierS,,,enGaiil5Stte'erZednesneibeaz{x.A.ts, novembre ig23, -on the Title of parisiennes deguise'es en aige'riennes

   repr.,pp.264-265.]

19241I]larisiennes habille'es en Aige'riennes ae Hdrem) Chikashi Kitazaki
   [Duret, T., Renoir, Paris, 1924, pp.25, 33, pl.4.]

19251Rzrisiennes habille'es en Aige'riennes

   [Coquiot, G., Renoir, Paris, 1925, p.224.] Renoir's Parisiennes delluise'es en aige'n'ennes in the collections of

19311Le Hdrem (dont le vrai titre etait thrisiennes habille'es en the National Museum of Western Art, Tokyo has also been known

   ceeigyf'riier,n£Sa) peinture finncaise a- la fin du xlxe sie-cle, La U.nd9rthe.tit!eHarem･Vollarq,!befamousartdealerof.theimpres-

   Renaissance du sentiment cltzssique, Paris, lg31, p.sl.] SiOniSt Paintings, and the exhibitions of the early twentieth century

lg3s/Le Harem haVe USed the title denem, and the critics Th6odore Duret and Meier-
   IVollard, A., En e'coutant Ce'2anne, Dagczs, Renoir, Paris, lg3s, pp. Graefe use the title Parisiennes habille'es en aige'riennes. Indeed, the

   166-167･] model for the central women are recognised as Parisian, including
19441thrisiennes habille'es en Aige'riennes Renoir's Iover Lise Tr6hot, but the scene depicted is an oriental
   !9.sucker, M., Renoir, Paris, 1944, pp･25, 36, 101, 183, 195 no･2, Pl･ harem, reflecting the strong influence of Delacroix's Flemmes dAiger

                                                              (Mus6e du Louvre, Paris). Consequently, the title Parisiennes
i948 (IIilal leSZx'ep"o".eSDdedgD"aigZ'･SS a.enci:lz211E'Sie'e,nBZiais des Beaux-Arts, Brux. habilldes (after replaced by a synonym de'guise'es) en alg6riennes

   elles, 1948, no.117, pl.62.] refers not to the work's subject asafabrication, but to the actual
19481Le lhn'gine travestite de Aigerine models themselves. While Parisiennes dtiguise'es (habille'es) en
   [Cat.expo. Gl'Impressionisti, xxiv Biennale di Venezia, Venezia, aige'riennes has become the generally known title of this work, in

   1948, no･50-1 its background, there is the modern art historical view as the his-
lgso/lhrigiennes dis]hazadas de Aigelinas (ZPkerisiennes d(iguise'es en tory of development which sees Renoir as apainter of modern life,
    A ige'rien n esi
   [Cat.expo. De Manet a IVuestros Diczs: Exposition de pintura eXCIUdingthequestionofthework'ssubject,andpurelyformaljudg-

   francesa, Caracas, 1950, no.10.] ments regarding Orientalism and Delacroix's influence.
19521fon'siennes habille'es en Aige'riennes

   [Cat.expo. Renoir, Galerie des Ponchettes, Nice, 1952, no.3.]

1952/lhrisiennes habille'es en Aige'riennes

   [Cat.expo. Renoir, Palais Saint-Pierre, Mus6e des Beaux-Arts,
   Lyon, 1952, no.3, fig.2.]

                        --t
19591jFkerisiennes habille'es en Aige'riennes

   [Cooper, D., "Renoir, Lise and the Le Coeur Family: A Study of

   Renoir's Early Development-I Lise", Burlington Mcrgazine, mai
   1959, pp.168-169, fig.Z]

19641]Plarisiennes habille'es en Aige'riennes

   [Perruchot, H., La Vie de Renoir, Paris, 1964, p.79, 83, 139.]

1971/Azrisiennes habille'es en Aige'riennes ou le Htzrem

   [Daulte, F., Auguste Renoiag Catalogue 7iczisonne' de l'(reblvre Peint,

   I, Figures 1860-1890, Lauzanne, 1971, no.84.]

197311larisian l4lomen Dressed as Aigen`ans

   [Rewald, J., T72e Histoi), of imPressionism, 4th edition, New York

   and London, 1973, p.272.]

1978177ze Hdrem (R2risian Wbnzen Dressed as Aigeriansi
    [Callen, A., Renoir, London, 1978, pp.11, 38 no.17.]

19801jPlarisienes habille'es en Aige'n'ennes (usually called T72e Hdrem)
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